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ものである。

これを見ると新語がまさしく時代を映す鏡だと

いうことが分かる。しかし，実際は大辞典ほど改

訂のサイクルが長いので，米国では新語の採録な

どは小回りの効くカレッジ版クラスで宣伝するこ

との方が多い。日本の辞典市場では，「リーダー

ズ英和｣(研究社)の一人勝ちだった携帯版大辞典

と言われるジャンルに『グランドコンサイス英

和｣(三省堂)が参入。またポケット版も「ポケッ

トプログレッシプ｣(小学館)が78,000項目，それ

を追うように『エクシード｣(三省堂)が12万項目，

と収録語数は日増しに増えている。大英和クラス

にも25万語を擁して「ジーニアス』が参入するな

ど，まさしく２１世紀初頭の英語辞書戦争は「爆発

する語葉をどう捉えるか」が１つの勝敗の分かれ

目になってきている。それと同時に新語収集の方

法も変化を遂げてきている。本論では，この新語

の爆発の特徴とその収集方法にスポットを当て，

辞書編纂の最新事情を見てみたい。
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伝統的新語収集の方法
’

ｉ新語収集の伝統的な方法はフィールドワークで

！ある。Merriam-Websterの辞典編集者達は，１

；日のうちの１，２時間を読書に充てるそうで，彼

：らはこの時間を“readingandmarking，，と言

Ｉっている。新聞，雑誌，広告，インターネットの

ｉｗｅｂページなどありとあらゆる書き物を読みな

；がら，新しい単語，従来からある単語の新しい意

；味や語法，新しい綴り，屈折形などを注意深く探

；すのだそうだ｡面白い単語にはマークをしておい
Ｉて，３×５インチのカードとコンピュータの両方

新語の狩人たち

英語辞典のジャンルの中で新語が重要な位置を

占めるのは，通例最も収録語数が多く網羅的な大・

辞典クラスである。表１は，RandomHouse社

が自社のカレッジ版辞典や大辞典に採用した，時

代を代表する新語の過去60年間の変遷を表にした

表１ 社で過去60年に採用された新語RaLndomHouse

８

1940ｓ 1950ｓ 1960ｓ 1970ｓ 1980ｓ 1990ｓ

Ａ－ｂｏｍｂ aerospace cable

television

chairperson compactｄｉｓｃ bａｄｈａｉｒｄaｙ

bikini computerize geneticｃｏｄｅ diskette emoticon granny

dumping
cheeseburger desegregate hｉｐｐｌｅ pass1ve

smoking

in-lineskate intranet

jetplane hashbrowns 』eｔｌａ９ personal

computer

managed ｃａｒｅ nanotube

ｑuizshow Jｕｎｋｍａｉｌ megabyte SiliconValley palmtop superchurch

taperecorder neutronbomb ｓｅｘ１ｓｎｌ video ｇａｍｅ Sandwich

generation

V-chiｐ

ＴＶ weirdo spaceshuttle X-rated virtualreality ｗｅｂｓｉｔｅ
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に引用例文として記録しておく。彼らはこの慣習

を1880年代からずっと継続しており，引用カード

の総数は1,500万件，引用例文データベースでは

総語数5,000万語が利用できるということだ。

またRandomHouseのWendalynNichols

女史いわく，「どんなに電子環境が整っても，新

語だけは辞典編集者のフィールドワークが絶対に

必要」とのこと。RandomHouseは現在，急ピ

ッチで編集体制を電子化しているが，新語収集に

関してはフィールドワークを今でも重視している。

表2:ｵﾝﾗｲﾝ辞瞥ﾘﾝｸの代表的ｻｲﾄ

◎辞書の辞書

(http://www・monjunet､nejp/PT/bin/dict・dll）
◎翻訳のためのインターネットリソース

(http://www､kotobanejp/）
◎辞典＆翻訳の横断検索システム

(http://www・jahne・jp/~takanori/dict､html）
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の数は驚異的に増えている。また，各分野の専門

家が作るｗｅｂページの専門語欄なども充実して

おり(表２)，辞書出版社の最近の傾向としてはイ

ンターネットからの新語．専門語収集のプロ集団

を作るという傾向が出てきている。これらがまだ

欧米の辞書にさえ載っていない用語のチェックを

ｗｅｂ上で行い，AItavistaなどの検索エンジン

での使用頻度などを確認し，定着度を判断したり

できる時代になってきている。日本の英語辞書が

欧米に先んじて新語を収録するということが可能

な時代になってきているのだ。
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市民参加の文化事業的手法
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新語収集に欠かせないもう１つの伝統的アプロ

ーチが，一般市民を巻き込むという手である。こ

の代表格がＯＥＤである。1997年に第２版への

補遺による改訂を終えたＯＥＤは，2000年３月

からｗｅｂによるオンラインサービスを始めた。

それと同時に2010年完成に向けて第３版の改訂が

開始され，去る1999年８月に編集主幹のJohn

Simpsonカミ大々的なキャンペーンを行い，新

語・新語義の登録を一般読者から募集した。これ

はJamesMurrayが1879年に英国市民に訴えて
ほうふつ

400名以上ｶﾇ８万件もの情報を寄せたことを髪髭

とさせる新たな市民参加の呼びかけだった。その

後，このプロジェクトがどの程度進捗しているの

か，http://www､oedcomで紹介している。
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それだけではない。インターネット上には，新

語を専門的に収集するサイトも続々現れてきてい

る。例えば，ＴｈｅＷｏｒｄＳｐｙ(http://www・logo

philiacom/WordSpy/)では読者からの投稿を中

心に新語のデータバンクを公開しているが，各新

語データには必ず語義と１つの実際に使われた例

文が出典付きで記載されており，参考になる(表

３）。また，TheInternationalDictionaryof

Neologism(http://www・net22com/neolo

gisms/neoframehtml)というサイトもかなりの

数の新語を読者から集めているが，こちらの方は

出典など今ひとつ不明確である。コンピュータ関
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インターネットが変える新語事情

おそらく上記２つの伝統的新語収集法（フィー

ルドワークと市民への呼びかけ）は，一部の例外

を除いては欧米の辞書出版社が主として採用する

方法だ。日本の場合にはより簡便な方法として欧

米の新辞典からの新語採集が最もオーソドックス

な方法だった。新語は実際，どの程度その用法が

言語的に安定した使用になっているかで，採録の

判断が難しい。案外，たまたま拾った単語が個人

語(idiolect)であったりすることもある。日本の

英語辞書では，まず欧米の典拠辞書の確認をとっ

て載せるという方が無難なのである。そのために，

Barnhartの新語辞典などが重宝されている。

しかし，最近はこの確認方法も様変わりしてき

ているようだ。インターネットの10年間の爆発的

な進歩によって，現在閲覧できるオンライン辞書
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連の専門用語では，

Ｗｈａｔｉｓｃｏｍ(http:/／

ｗｈａｔｉｓ・ｔｅｃｈｔａｒｇｅＬ

ｃｏｍ/)が非常に網羅的な

`情報を提供してくれる。

その他，WorldWide

Words(http://www・

quinioncom/words／

indexhtm),Ｒｉｃｅ大学

のＳｕｚａｎｎｅＫｅｍｍｅｒ

が自分の言語学の授業で

作っている新語ページ

表３：ＴｈｅＷｏｒｄＳｐｙの

項目Ａ見出し雷（抜粋）
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(http://www・owlneLrice・edu/~Iing215／

NewWords/index､html)も一見の価値がある。

◆
●

:新語を作る接辞トップ１０

接頭辞接尾辞

ｐｏｓｔ，ｓ６

ｕｎｓ ７

ｄｅｅｒ ８

ｎｏｎｅｄ９

ａｎｔｉｌｎｇｌＯ

表５

接頭辞

ｒｅ

ｅｘ

ｓｕｐｅｒ

ｐｒｅ

ｐｒｏ

接尾辞

ｙ

ｓｔｙｌｅ

ｌｉｋｅ

ｉｓｈ

ｌｙ

１
２
３
４
５

自然言語処理と新語研究

新語収集の自動化に取り組む辞醤出版社

おわりに

表４：新語の品詞トップ１０

固有名詞２５８７（38.2％）

単数普通名詞１７１１（25.3％）

形容詞８４６（12.5％）

複数普通名詞７０２（10.4％）

動詞-ing形３０７（4.5％）

動詞過去分詞形３０５（4.5％）

動詞原形１０３（1.5％）

副詞９１（1.3％）

動詞過去形６８（1.0％）

単数場所名詞５３（0.8％）
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